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 現在新作のバス停がある辺りに爆弾の不

発弾が落ちていたことがありましたが、６

２部隊が来て処理していきました。 

 小学校高等部の時、勤労動員で働いてい

た東中製作所から帰ってきたら、敵のグラ

マンが墜落していたんです。いやあ、ビッ

クリしました。操縦士は生きていて捕虜に

なって、処刑されたって聞きました。 

 私は徴兵されなかったんです。それで志

願兵の試験を受けたんですがなかなか入隊

できなくて、待機しているうちに終戦にな

っちゃった。 

 

◆湧水があり、水車が回っていた 

 小学校では普段から遊んでる子はいなか

ったですよ。ほとんどの家が農家だから小

学生でも中学生でも畑や田んぼの手伝いを

するのが当たり前のことで。藁打ちだの薪

割りだの、女の子だと縄ないしたり、草む

しりしたりね。 

 クラスは男組、女組、男女組って分けら

れてました。ひとクラスが多くて５０人ぐ

らいでしたね。学校生活は楽しかったなあ。

生徒会長もやりました。昼食は帰宅して家

で食べてました。高等科では農業実習で畑

作りをやりました。 

 他校との交流は多かったですよ。運動会

では他校のリレー選手が来て、学校対抗リ

レーをやっていました。 

学校へ通うときは高等科の生徒が引率し

てね。この辺は山で、木が茂っている他は

田んぼしかなくて、一人で歩くのが怖いよ

うな道でした。 

 市民プラザの入り口のあたりでは、以前

は綺麗な湧水が噴き出ていて、畑で昼飯を

食べるときにはその水を飲んでましたね。

湧水は冷たいんですよ。もちろん田んぼに

も使っていました。小学校にはいるころま

では水車が回っていましたよ。 

 田んぼに水を通すにも石堰、板堰、草堰

って堰が 3 種類あって、通す水の量がちが

うんです。 

 湧水の量はだんだん減りましたね。まあ、

田んぼの作り方も変わってきましたけど。 

 

◆相撲大会で景品をいっぱいもらっ

たなあ 

 宮田の本家では庭に土俵を作っていてね、 

青年団の人が土俵を作ってましたけど、

よくそこで相撲をとっていました。学校帰

りにそっちへ行ってずっと入り浸り。夏休

みなんて、お盆の大会が終わるまで家でお

風呂に入ったことがなかったくらい（笑）。 

 相撲大会の時には、景品がでるんですよ。

子どもの頃私は腕白だったから、強かった

んですよ。 

 月遅れのお盆には大きな大会があって、

その時には溝口の商店などからもたくさん

景品が出されて、景品をいっぱいもらいま

したね。 

 

 



◆工業学校の卒業証書が 3 枚 

 私は橘小学校に通っていました。高等科

を卒業して、川崎市立川崎工業学校へ進み

ました。新作から 11 人が通っていました。

この学校は空襲で焼けてしまったのでしば

らく桜本小学校の教室を借りておりました。

それから川崎市立工業高等学校に行くよう

になったんですが、この学校が県立川崎工

業高校と合併したので、両方から卒業証書

をくれたもんだから、私は工業学校の卒業

証書を３つも持っているんですよ（笑）。 

合併前に市立の方に通っていた者は第三

種電気主任技術者の資格が貰えたんです。

県立しか通ってない人は貰えなかったんで

すよ。 

戦後には県立は６２部隊の跡地で兵舎を

そのまま使って授業をやってました。 

電気科に行ってましたんで富士電機で実

習なんかさせてもらいましたね。 

 それから中央大学の法学部に行きました。

私を可愛がってくれた父の友人が弁護士だ

ったので、私も弁護士になろうと思ったん

です。最初は夜間部だったんですが、身体

を壊しちゃって昼のほうに移って卒業しま

した。 

 

◆子ども達のためになるようなこと

を始めよう 

卒業後はしばらく兄の仕事、父がやって

いた土建業ですね、それを手伝っておりま

した。２年程して独立してコンクリート業

を始めました。コンクリートや建築資材の

製造販売業です。一生懸命働いて、平成 9

年までやりました。 

会社を解散した後、家内と相談しまして

ね、しばらく休養したら、子ども達のため

になるようなことを始めようって計画して

たんです。ずっと働きづめでしたから、ま

ずは骨休めに旅行でもしようかと予定して

いたら、その直前に家内が亡くなりまして

ね。本当に直前のことでした。 

 子どもがいなかったので、それからは一

人暮らしです。家内が亡くなってから２年

ぐらいは何もしないままに過ぎて・・・ま

あ、休養ですね。 

 

◆悠友館の誕生 

 「悠友館」って名前はね、「出会ったら

永遠の友だよ」っていう思いが込められて

いるんです。家内と計画していたのは、親

も子もいろんな人と交流したり、情報を得

たり、一緒に楽しめる場所。その願いを形

にした「悠友館」を平成１１年にスタート

させました。 

 いろんな子どもさん、障害があるとか、

学校になじめないお子さんとか、どんなお

子さんも一緒に楽しく勉強したり遊んだり

スポーツに親しんだりできるような居場所

を提供するってことで、当初はずいぶんい

ろんな子どもたちが来ていました。教育長

をしておられた池田輝夫先生からもアドバ

イスや励ましをいただきました。 



だんだん子どもさんが減ってしまって、

今は勉強会はやっていません。 

 スポーツはずっと柔道をやっています。

悠友館を始めるときに、「それなら是非柔

道をやれ」って、中央大の先輩に言われま

してね、警視庁の道場で使っていた畳を頂

きましたよ。以来、中央大からコーチや指

導員が来てくれています。 

 やはり先輩や同期などの仲間は大切だな

あとしみじみ思いますねえ。 

 現在、悠友館ではゆうゆう広場（親子で

遊ぶ広場）、教育相談、柔道、英語、読み

聞かせ、ヨガ、チャンバラ、映画会などを

実施しています。 

 

◆やっぱり新作がいい 

 以前住んでいた家は、第三京浜を作るた

めに買収されましてね、今は東有馬に住ん

でいるんですよ。そこから毎日この悠友館

に通っているわけです。 

 でも、やっぱりこの辺に住まいたくなっ

て、近いうちに新作に戻ってこようと思っ

ています。 

（平成２６年８月２８日実施） 


